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保育のώϯト ～Պֶする心を育Ή～ 

保育のώϯト～「Պֶする心」を育てる～
子どもがओ体になるʗԬ࡚ࢢ๛保育園ʢѪ知ݝʣ

子どもたちがओ体తに生׆をすることは、ೕ幼児教育ではج本తなこと
です。実際には、どのような࢟を「ओ体త」と捉えているでしΐうか？
今回の事ྫから、子どもたちはۙにىこった出དྷ事を「ࣗ分事」とし
て考え合い、をղܾしようとすることが分かります。また、その出
དྷ事が「生命」に関するॏཁなであるために、ࣗ分たちの行ҝをৼ
りฦり、生きのためにできることを、考え合っています。子どもࣗら
ओ体となって׆動する࢟がΘってきます。

らのカイコは、ݩ気に育った

らʢ�～ࡀ�児でߏʣのカイコがݩ気に育つ中、他のクラスのカイコは死んでしまった。どうして、ࣗ分たちのカイコはݩ気
に育ったのか、子どもたちはみんなで考え合った。

子ども：「他のクラスのカイコ、死んじゃったんだね」

子ども：「らのカイコはݩ気だし、こんなに生きているよ」

保育者：「なんで他のクラスのカイコは、死んじゃったのかなー」

子ども：「ちΐっと他のクラスを見てくるね」しらくして

子ども：「先生、分かったよ」

保育者：「本当？何かҧったの？」

子ども：「他のクラスのカイコのശには『大きくなあれ』と書いてないからだよ」保育

者：「なるほどー！じゃあ他のクラスにも教えてあ͛ないとね」

子どもたちは、すぐに他のクラスの先生にえに行く。

保育者：「他には何がҧったのかな？」

子ども：「他のクラスはΤサがҧうからじゃない」

保育者：「でも、人餌も桑の葉のカイコも、らは大きくなったよ」

子ども：「そっかー。じゃあ何でかな？」

子ども：「分かった。らは桑の葉をਫにೖれているけど、他のクラスはೖれてないから、͓いしい葉じゃないんじゃ

ないかな？」

桑の葉がރれないように、保育者がਫにਁけているのを見ていた子どもたちがൃ言した。

子ども：「じゃあ、教えてあ͛よう」

子ども：「あと、ਫを১いてからカイコにあ͛ることも言Θないとね！」

子ども：「そうだね。ਫにೞれると死んじゃうもんね」
子どもたちは、ਫにೞれるとカイコが死んでしまうために、ςΟογϡで桑の葉のਫを১いたことをよく覚えて͓り、他のクラス
にえていた。

「かいこしんぶん」ʗ�～ࡀ�児



「かいこしんぶん」を作ることになった。

少し大きくなったカイコを手の平に乗せている子どももいた。

子ども：「先生。カイコが手にくっ付いて離れない」

子ども：「カイコ、糸が出ているよ」

保育者：「この白いのは糸なのかな。どこから出るんだろう？」子ども：

顔のあたりを探して、「ここだよ。モゴモゴしているもん」

と言って気付いたことを絵に描いたり文章で書いたりしていた。

他のクラスの様子

カイコが死んでしまったことを話し合った。餌にしていた桑の葉について、考えたり調べ
たりした。また、カイコを飼っている他の園に教えてもらったり、桑の木や葉を見に行っ
て園の桑の葉と比べたりした。 そして分かってきたことを話し合い、あまり触らないよう
にしたり、暑い所から涼しい所に飼育場所を移動したりした。その後もカイコをよく観察
し、異変に気付くとすぐにみんなに知らせて話し合った。

考察

「かいこしんぶん」をきっかけに、子どもたちは虫眼鏡を使用して、カイコの細かい部分まで絵に描いたり、糞や食べた後の葉っ
ぱの穴の中などの様子まで捉えて描いたりすることができた。また、実際に触れて見ることで、カイコのひんやりした感覚や手の
ひらにくっ付いてすぐに離れないなど、観るだけや図鑑などの情報からだけでは分からなかった生態を知ることができた。さら
に、他のクラスのカイコが死んでしまったことに関する話し合いや「かいこしんぶん」を作った体験から、カイコへの興味を一層
深め、カイコの命の大切さを実感しながら飼育することに繋がった。
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子ども：「カイコの赤ちゃん産まれたね。黒いね」と言いながら…虫眼鏡で見る。

保育者：「虫眼鏡だと良く見えるね。今度みんなで『かいこしんぶん』を作りたい
けどどうかな」

子ども：「うん。作る。じゃあ絵を描くね」…虫眼鏡で観察しながら絵を描いてい

る。

子ども：「見て。葉っぱのプチプチ、穴が開いてるの描いたよ」

保育者：「カイコが葉っぱ食べた部分だね。よく見たね」

子ども：「うんちもすごい小さい。ほら！！」

保育者：「本当だ。何かの粉みたいだね」

～別の日～

「かいこしんぶん」を作ろう

1回目のカイコを育てた時は、見ることが中心だった。そこで、保育者は、2回目は見るだけでなく、大きくなったら触ったり世話
をしたりして、カイコの観察をし、子どもたちの気付きを引き出したいと願った。子どもたちと相談して記事にし、




